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学習指導案８-1  

高等学校（数学科 数学Ｂ）学習指導案 

 

１ 単元名 

「第３章 数列」（数学Ｂ 数研出版） 

 

２ 単元について 

(1) 単元観 

数列は，数学の他分野と密接に関連するばかりでなく，自然科学や社会科学などの分野でもしばし

ば扱われる重要な数学上の概念である。数列は，自然数を添数とする限り，自然数の持つ性質に依存

する部分が多く，特に数学的帰納法，漸化式の考え方は自然数の理論と密接に関わっている。これは，

これまで学習してきた数学がどちらかといえば演繹的な方法を取ってきたのに比べて大いに異なる

点である。このため，個々の事象から入るという面においては学びやすく，他方，その個々の値から

一般項を類推するという場面では難しく感じる生徒が多いという実情がある。 

 

(2) 生徒観 

対象学級は文系コースに属しており，数学を得意とする生徒から苦手意識を持つ生徒まで、幅広い

学力層で構成されている。全体的には普段の授業から高い集中力で学習に取り組むことができる生徒

ばかりであり，基本的な計算技能の習得や応用的な思考力を深めるための問題に熱心に取り組んでい

る。対話的活動による学習については，事前のアンケートによると，好意的に受けている生徒と消極

的な姿勢である生徒の割合が，ほぼ半々である。数学の本質に向かい生徒の思考が促されるような発

問や教材の必要性はもちろんであるが，対話的活動が円滑かつ効果的に行われるようなグループ編成

や役割分担など，教師側の授業マネジメントも必要である。 

 

(3) 指導観 

数列の初めの数項を具体的に書いてみる作業をさせながら，帰納的な推論から規則性を考察し，数式

を用いて表現する習慣を身に付けることができるように指導することが大切である。和の記号Σは生徒

にとって扱いにくいものであるが，記号化することによって複雑な式を簡潔に表すことができ，高次の

思考や判断を要する問題の解決に向けて道を切り開くことができるという重要な計算技能の一つであ

る。実際の計算などにも時間を掛けて取り組ませることによって，適切に扱えるよう指導したい。 

 

３ 単元の目標 

簡単な数列とその和及び漸化式と数学的帰納法について理解し，それらを事象の考察に活用できるよ

うにする。 

 

４ 単元の評価規準 

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 知識・理解 

・数列に関心を持つととも

に，それらを事象の考察

に活用して数学的論拠に

基づいて判断しようとす

る。 

 

・事象を数学的に考察し表

現したり，思考の過程を

振り返り多角的・発展的

に考えたりすることなど

を通して，数列における

数学的な見方や考え方を

身に付けている。 

・数列において，事象を数学

的に表現・処理する仕方や

推論の方法などの技能を

身に付けている。 

・数列における基本的な概

念，原理・法則などを体系

的に理解し，知識を理解

している。 
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５ 単元の指導と評価の計画（全 26時間 本時 15／26） 

時 学習内容 学習活動 対話的活動 ねらい 
評価の観点 

評価規準 評価方法 
関 考 技 知 

１ 

数列 ・自然界や身近にあ

るものの数の並び

方から，規則性の

あるものについて

考察する。 

・数の並び方からそ

の規則性を推定し

て，数列に関する

用語，記号を適切

に用いながら，数

列の一般項を考察

する。 

自然界や身近

にある規則性

を持つ数の並

びを挙げ，規

則性を推定

し，適切な一

般項の表し方

について話し

合う。 

・数の並び方に

興味をもち，そ

の規則性を見

出す。 

 

・規則性のある

数の並びを，数

列の一般項と

して適切に表

現する視点を

養う。 

○    

自然界や身近にあ

るものの数の並び

方や規則性のある

ものに関心を持っ

ている。 

・行動観察 

・ワークシート

の記述内容

の分析 

 ○   

規則性のある数の

並びを，数列の一般

項として適切に表

現している。 

２ 

等差数列と

その和 

・等差数列の項を書

き並べて，隣接す

る項の関係を考察

する。 

 

 

・条件から等差数列

の一般項を決定す

る。 

数の並びが持

つ規則性につ

いて，互いの

考察を基に話

し合う。 

・等差数列の特

徴を的確に捉

え，記号や数式

を用いて他者

に説明する。 

・等差数列の一

般項を表現す

る際に必要な

用語・記号の定

義・意味を理解

し，一般項を求

める計算技能

を身に付ける。 

 ○   

等差数列の特徴を，

記号や数式を用い

て的確に表現して

いる。 

・行動観察 

・小テストやワ

ークシート

の記述内容

の分析 

  ○  

等差数列の一般項

を正しく求めてい

る。 

３ 

・等差中項の性質を

利用して，問題を

解く。 

 

 

・等差数列の項を書

き並べて，隣接す

る項の和を考察す

る。 

 

 

 

 

隣接する項の

和が持つ規則

性について，

互いの考察を

基に話し合

う。 

・等差中項の性

質に興味を持

ち，問題解決に

利用しようと

する。 

・等差数列の和

をまず視覚的

に捉え，記号や

数式を用いて

他者に説明す

る。 

○    

等差中項の性質に

興味を示し，問題解

決への積極的な利

用に関心を持って

いる。 

・行動観察 

・ワークシート

の記述内容

の分析 

 ○   

等差数列の和の成

り立ちを，記号や数

式，視覚的な情報を

用いて的確に表現

している。 

４ 

・等差数列の和の公

式を適切に利用し

て，等差数列の和

を求める。 

 

 

 

 

 

・自然数の和，奇数の

和，倍数の和など

を求める。 

 ・等差数列の和

を表現する際

に必要な用語・

記号の定義・意

味を理解し，和

を求める計算

技能を身に付

ける。 

・いろいろな自

然数の数列の

和について，規

則性を知る。 

  〇  

等差数列の和を正

しく求めている。 

・小テストや

ワークシー

トの記述内

容の分析 

   〇 

いろいろな自然数

の数列の性質や，そ

の和の規則性を理

解している。 
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５ 

等比数列と

その和 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・等比数列の項を書

き並べて，隣接す

る項の関係を考察

する。 

 

 

・条件から等比数列

の一般項を決定す

る。 

数の並びが持

つ規則性につ

いて，互いの

考察を基に話

し合う。 

・等比数列の特

徴を的確に捉

え，記号や数式

を用いて他者

に説明する。 

・等比数列の一

般項を表現す

る際に必要な

用語・記号の定

義・意味を理解

し，一般項を求

める計算技能

を身に付ける。 

 ○   

等比数列の特徴を，

記号や数式を用い

て的確に表現して

いる。 

・行動観察 

・小テストやワ

ークシート

の記述内容

の分析 

  ○  

等比数列の一般項

を正しく求めてい

る。 

６ 

・等比中項の性質を

利用して，問題を

解く。 

 

 

・具体的な問題を通

じて，等比数列の

和の公式の求め方

を考察する。 

 

 

 

 

 

 

等比数列の和

の公式の求め

方について，

具体的な問題

を基に話し合

う。 

・等比中項の性

質に興味を持

ち，問題解決に

利用しようと

する。 

・四則演算を組

み合わせるこ

とで，簡便な式

に変形できる

視点を養う。 

○  

 

 

 

 

 

等比中項の性質に

興味を示し，問題解

決への積極的な利

用に関心を持って

いる。 

・行動観察 

・ワークシート

の記述内容

の分析 

 ○   

等比数列の和の成

り立ちを，記号や数

式，四則演算の組み

合わせを用いて的

確に表現している。 

７ 

・等比数列の和の公

式を適切に利用し

て，等比数列の和

を求める。 

 

・等比数列の和に関

する条件が与えら

れたとき，初項や

公比を求める。 

 ・等比数列の和

の意味を理解

し，和を求める

計算技能を身

に付ける。 

・条件を踏まえ

た問題の読み

取り方や計算

方法を知る。 

  ○  

等比数列の和を正

しく求めている。 

・小テストや

ワークシー

トの記述内

容の分析 

   ○ 

設問の意図を記号

や数式を用いて適

切に表現する方法

や，効率よく処理す

るための計算方法

を理解している。 

８ 

和の記号Σ ・自然数の２乗や３

乗の和の公式を求

める。 

 

・和の記号Σの意味

を理解し，数列の

和を求める。 

 

Σを用いた互

いの表現を比

較し，適切な

計算方法につ

いて説明し合

う。 

・自然数の２乗

や３乗の和の

公式を身に付

ける。 

・Σの表す意味

を理解し，それ

ぞれについて

適切な判断・表

現を行う。 

○    

自然数の２乗や３

乗の和の公式を意

欲的に求めようと

している。 

・行動観察 

・ワークシート

の記述内容

の分析 

 ○   

数列の和を，和の記

号Σを用いて適切

に表現し，正しい判

断のもと正確に処

理をしている。 

９ 

・Σの性質や数列の

和の公式を利用し

て，和の計算を行

う。 

 

・第 k項を kの式で

表し，Σを用いて

初項から第 n 項ま

での和を求める。 

計算過程や結

果に関する互

いの表現を比

較し，適切で

簡便な計算方

法について説

明し合う。 

 

・和の記号Σの

意味を理解し，

計算技能を身

に付ける。 

・第k項をkの式

で表し，初項か

ら第 n 項まで

の和を簡単に

求める方法を

説明する。 

  〇  

Σの性質や数列の

和の公式を利用し

て，数列の和を正し

く求めている。 

・行動観察 

・小テストやワ

ークシート

の記述内容

の分析 

 〇   

初項から第n項まで

の和を正しく求め

るために，第k項を

kの式で的確に表現

している 



平成 28・29年度 佐賀県教育センター 高等学校理数教育 

学習指導案８-4  

10 

階差数列 ・数列の規則性の発

見に，階差数列を

利用する。 

 

 

 

 

・階差数列を利用し

て，もとの数列の

一般項を求める。 

階差数列を利

用して，数の

並びが持つ規

則性と表現に

関する互いの

考察を基に話

し合う。 

・階差数列の特

徴を利用して

もとの数列の

特徴を的確に

捉え，記号や数

式を用いて他

者に説明する。 

・階差数列の一

般項を求める

方法を知る。ま

た，n≧２とn＝

１の場合に分

ける必然性を

知る。 

 ○   

階差数列の特徴を

利用して，もとの数

列の特徴を，記号や

数式を用いて的確

に表現している。 

・行動観察 

・小テストやワ

ークシート

の記述内容

の分析 

   ○ 

第(n-1)項までの和

を求める方法や， 

n≧２と n＝１の場

合に分ける必然性

を理解している。 

11 

・初項から第 n 項ま

での和に着目し

て，一般項を考察

する。 

 

 

 

・数列の和Snと第n

項anの関係を理解

し，数列の一般項

を求める。 

数列の和 Sn

と第n項anの

関係につい

て，互いの考

察を基に話し

合う。 

・初項から第n項

までの和を利

用して一般項

を求める方法

を，記号や数式

を用いて他者

に説明する。 

・数列の和Snと

第 n項 anの関

係や，n≧２とn

＝１の場合に

分ける必然性

を知る。 

 〇   

初項から第n項まで

の和を利用して，一

般項を求める方法

を，記号や数式を用

いて的確に表現し

ている。 

・行動観察 

・小テストやワ

ークシート

の記述内容

の分析 

   〇 

数列の和 Sn と第 n

項anの関係や， 

n≧２と n＝１の場

合に分ける必然性

を理解している。 

12 

いろいろな

数列の和 

・和の求め方を工夫

して，数列の和を

求める。 

 

 

 

 

・等比数列の和の公

式の求め方を利用

し，数列の和を求

める。 

 ・四則演算に，部

分分数分解や分

母の有理化の手

法を組み合わせ

ることで，簡便

な式に変形でき

ることを知る。 

・既習事項を利用

し，複雑な数列

の和を求める計

算技能を身に付

ける。 

   ○ 

四則演算に，部分分

数分解や分母の有

理化の手法を組み

合わせることで，簡

便な式に変形でき

ることを理解して

いる。 

・小テストや

ワークシー

トの記述内

容の分析 

  ○  

等比数列の和の公

式の求め方を利用

し，（等差）×（等比）

型の数列の和を求

めている。 

13 

・群数列を理解し，あ

る特定の群に属す

る数の和を求め

る。 

数列の特徴，

群に含まれる

項数や各群の

初項の特徴な

どについて，

互いの考察を

比較し，各特

徴の関連につ

いて話し合

う。 

 

 

 

 

・群数列を理解

し，ある特定の

群に属する数

の和を求める。 

 ○   

群数列の持つ複数

の視点を適切に整

理し，それぞれの特

徴並びにその関連

を的確に表現して

いる。 

・行動観察 

・ワークシート

の記述内容

の分析 
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14 

演習問題 ・格子点の概念を学

び，和の記号Σを

用いて格子点の個

数を求める。 

・数列の和について

の復習を行う。 

 ・視覚的に格子

点を捉え，規則

性を把握し値

を求める。 

・自分の学習内

容に対する習

熟の度合いを

把握する。 

 〇   

適切なグラフや数

式を作成し，格子点

の規則性を的確に

表現している。 

・行動観察 

・小テストやワ

ークシート

の記述内容

の分析 

  〇  

設問に対して，適切

な計算を行ってい

る。 

15 

本

時 

・格子点の個数の求

め方について考察

する。 

 

 

 

・題意に沿う適切な

式を立て，格子点

の個数を求める。 

格子点の個数

の求め方につ

いて，互いの

考察を比較

し，話し合い

を通じて，そ

の違いを整理

する。 

・格子点の境界

上の有無，視点

の設定等，解法

の着眼点につ

いて，他者に説

明する。 

・題意に沿って

適切に式を立

て，和の記号Σ

を用いて格子

点の個数を求

める。 

 ○   

帰納的な推論か

ら格子点の個数

の求め方を考察

し、記号や用語、

和の記号Σを用

いて的確に表現

している。 

・行動観察 

・ワークシート

やチェック

シートの記

述内容の分

析 

  ○  

和の記号Σを用い

て題意に沿った適

切な式を立て、格子

点の数を正しく求

めている。 

16 

漸化式と数

列 

・初項と漸化式を用

いて数列を定義で

きることを理解す

る。 

 

・漸化式を適切に変

形して，その数列

の特徴を考察す

る。 

種々の漸化式

にnを代入す

ることで，漸

化式の形態に

よってどのよ

うな特徴を持

つ数列に整

理・分類され

るか話し合

う。 

・漸化式の形態

から数列の特

徴を判断し，他

者に説明する。 

・漸化式の形態

から数列の特

徴を的確に把

握し，一般項を

求める。 

 ○   

漸化式の形態から

数列の特徴を判断

し，的確に表現して

いる。 

・行動観察 

・小テストやワ

ークシート

の記述内容

の分析 

  ○  

漸化式の形態から

数列の特徴を把握

し，一般項を正しく

求めている。 

17 

・置き換えを利用し

て，漸化式から一

般項を求める。 

 

 

 

・置き換えや工夫を

要する複雑な漸化

式を処理する簡便

な方法に関心を持

つ。 

 ・置き換えを利

用して数列の

特徴を的確に

把握し，漸化式

から一般項を

求める。 

・特性方程式の

性質に興味を

持ち，置き換え

を利用するこ

とで複雑な漸

化式を簡便に

する方法を知

る。 

  〇  

置き換えを利用し

て数列の特徴を把

握し，漸化式から一

般項を正しく求め

ている。 

・行動観察 

・小テストやワ

ークシート

の記述内容

の分析 

〇    

特性方程式の性質

に興味を示し，問題

解決への積極的な

利用に関心を持っ

ている。 

18 

・初項と漸化式から

数列の一般項が求

める。 

 

・与えられた条件か

ら anと an+1の間に

成り立つ漸化式を

求める。 

 ・特性方程式を

利用して，初項

と漸化式から

一般項を求め

る。 

・漸化式を応用

して，n本の直

線によって生

じる交点の個

数や分割され

る平面の部分

の数を求める。 

  〇  

特性方程式を利用

して，初項と漸化式

から一般項を正し

く求めている。 

・小テストや

ワークシー

トの記述内

容の分析 

   〇 

n本の直線によって

生じる交点の個数

や分割される平面

の部分の数を求め

る際には，漸化式の

応用が有効である

ことを理解してい

る。 
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数学的帰納

法 

・数学的帰納法の使

い方を学び，自然

数 n に関する命題

の証明を行う。 

・数学的帰納法を用

いて，等式を証明

する。 

 ・数学的帰納法

の有効性を実

感する。 

 

・数学的帰納法

の使い方を理

解し，証明を行

う。 

〇    

数学的帰納法を利

用した証明に積極

的な関心を持って

いる。 

・行動観察 

・ワークシート

の記述内容

の分析 

   〇 

数学的帰納法の正

しい論述法を理解

している。 

20 

・ある整数の倍数で

あることを，文字

を用いて表現す

る。 

 

・数学的帰納法を用

いて，整数の性質

を証明する。 

 ・与えられた命

題の仮定を，文

字を用いて表

現する方法を

知る。 

・n=k+1のとき，

ある整数の倍

数になること

を示す計算式

を求め，証明を

行う。 

   〇 

与えられた命題の

仮定を，文字を用い

て表現する方法を

理解している。 

・小テストや

ワークシー

トの記述内

容の分析 

  〇  

n=k+1のとき，ある

整数の倍数になる

ことを示す計算式

を正しく求め，証明

している。 

21 

・n≧k の場合におい

て成り立つ不等式

を，数学的帰納法

を用いて証明でき

る。 

 ・n=kのとき不等

式が成り立つ

と仮定し，不等

式の両辺の差

から式変形を

行うことで，

n=k+1のときに

も不等式が成

り立つことを

示す。 

  〇  

n=kのとき不等式が

成り立つと仮定し，

不等式の両辺の差

から式変形を行う

ことで，n=k+1のと

きにも不等式が成

り立つことを証明

している。 

・ワークシート

の記述内容

の分析 

22 

・複雑な漸化式から

一般項を推測し，

それが正しいこと

を数学的帰納法で

証明する。 

与えられた漸

化式にnを代

入して一般項

を類推し，数

学的帰納法を

利用した論理

的な説明を他

者に行う。 

・数学的帰納法

に関する適切

な用語や数式

を適切な状況

に用いながら，

論理的に証明

する。 

 〇   

与えられた命題に

対し，帰納的な推論

による考察を通じ

て数学的帰納法を

的確に用いること

で，論理的に証明し

ている。 

・行動観察 

・ワークシート

の記述内容

の分析 

23 

発展問題 ・与えられた資料か

ら，自然界に存在

する数列に共通す

る特徴を捉える。 

 

 

・身近な生活にも等

比数列の和が存在

することを理解

し，実際に計算す

る。 

 

銀行の利子や

自動車ロー

ン，金融機関

からの融資な

ど，実社会に

存在する複利

計算の資料を

用いて計算を

行い，具体的

な数値を基に

社会の問題を

グループで分

析する。 

・フィボナッチ

数列の性質に

興味・関心を持

ち，他にも面白

い性質がない

か考察する。 

 

・複利計算に興

味・関心を持

ち，金の貸し借

りの際の注意

点について考

察する。 

〇    

フィボナッチ数列

の性質に興味をも

ち，他の様 な々性質

にも関心を示して

いる。 

・行動観察 

・ワークシート

の記述内容

の分析 

 〇   

具体的事例をもと

に複利計算を行い，

実社会の問題に対

する分析内容を，求

めた値を根拠にし

て表現している。 
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24 

・確率の問題に漸化

式が利用できるこ

とに興味・関心を

持つ。 

 

 

・確率の問題に漸化

式を利用し，問題

を解決する。 

確率の推移を

図に整理しな

がら考察し，

考察内容の根

拠や妥当性に

ついて話し合

う。 

・身近な題材に

設定された確

率の問題が，n

を用いて一般

化できること

を知る。 

・n 回目と(n+1)

回目の確率の

推移を図にま

とめ，漸化式を

利用して確率

を求める。 

〇    

身近な題材に設定

された確率の問題

が，nを用いて一般

化できることを理

解している。 

・行動観察 

・ワークシート

の記述内容

の分析 

 〇   

n 回目と(n+1)回目

の確率の推移を図

にまとめ，確率を求

める過程を漸化式

を利用して表現し

ている。 

25 

・隣接３項間漸化式

について考察し，

問題を解く。 

 

 

 

・２つの数列の漸化

式について考察

し，問題を解く。 

 ・隣接３項間漸

化式に関する

特性方程式の

性質を知り，一

般項を求める。 

 

・四則演算を用

いることで連

立漸化式から

規則性を見い

だし，一般項を

求める。 

   〇 

隣接３項間漸化式

から一般項を求め

るために，必要とさ

れる特性方程式の

性質を理解してい

る。 

・小テストや

ワークシー

トの記述内

容の分析 

  〇  

連立漸化式から一

般項を正しく求め

ている。 

26 

・ 

27 

演習問題 

（章末問題

Ａ，Ｂ） 

・本単元の学習内容

に関する演習問題

に取り組み，単元

の内容について振

り返りを行う。 

 ・自分の学習内

容に対する習

熟の度合いを

把握する。 

  〇  

設問に対して，適切

な計算や作図を行

っている。 

 

   〇 

設問に対して，適切

な記述を行ってい

る。 
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６ 前時の展開 

(1) 目標 

・格子点の概念を学び，グラフや数式を用いた帰納的な推論から格子点の個数の求め方を考察し，

和の記号Σを用いて表現することができる。             

・和の記号Σを用いて，格子点の個数を求めることができる。     

 

(2) 展開 

 

過

程 
学習活動 指導上の留意点 

評価規準 

（評価方法等） 

導 

入 

 

１ 【格子点の個数 No.1】プ

リント１の問題を解く。 

 

 

 

 

 

 

２ ペア活動を通じて，どのよ

うな考えで立式に至ったか

を説明し，比較する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「格子点」の定義を全体で確認をす

る。 

・数直線上にある整数の個数の数え

方について，全体で確認をする。 

・図や数式を用いて帰納的な推論を

行い，規則性を見いだすよう促す。 

・数列の和の規則性が把握できた段

階で，Σを用いた立式で表現し，

計算するよう伝える。 

 

・ペア活動で確認する際，格子点の

個数の求め方に関する考察につい

て，根拠を明確にしながら互いに

説明させる。 

 

 

展 

開 

 

 

３ 【格子点の個数 No.1】プリ

ント２(1)の問題を解く。 

 

 

 

 

４ ペア活動を通じて，【格子

点の個数 No.1】プリント１

(3)との違いと，その違いに

よって生じる立式の変化に

ついて説明し，自身の考察と

比較する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・【格子点の個数 No.1】プリント１

(3)と比較し，その関連を考察する

よう促す。 

・定数と変数の違いについて，数名

の生徒を指名して答えさせる。 

・ペア活動を通じて，図や数式を用

いて帰納的な推論を行う際に工夫

した点など，自らの考察について

根拠を明確にしながら，互いに説

明させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【数学的な見方や考え方】 

（行動観察，ワークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ：グラフや数式を用いた帰納的な推論

から格子点の個数の求め方を考察

し，和の記号Σを用いて適切に表現

している。 

Ｂ：グラフや数式を用いた帰納的な推論

から格子点の個数の求め方を考察

している。 

★ 題意に沿った適切なグラフのかき

方や，そこから読み取れる格子点の

個数をΣを用いた数列の和で表す

方法を指導する。 

自分の考えを持つ 

↓ 

ペアでの活動 

↓ 

再考・再構築 

↓ 

表出 

自分の考えを持つ 

↓ 

ペアでの活動 

↓ 

再考・再構築 

↓ 

表出 

･･･評価（Ａ･･･十分達成  Ｂ･･･おおむね達成  ★･･･達成不十分な生徒への支援） ･･･対話的活動 

【数学的な見方や考え方】 

【数学的な技能】 
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５ 【格子点の個数 No.2】プリ

ント２(2)の問題について

考察する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ グループ活動を通じて，自

らがどのような考えで立式

に至ったかを説明し，考察

を深める。 

 

 

 

 

 

 

 

７ 教師の解説を聞く。 

 

 

 

 

 

 

８ 【格子点の個数 No.2】プリ

ント２(3)の問題を解く。 

・【格子点の個数 No.1】プリント１

(3)と比較し，その関連を考察する

よう促す。 

・図や数式を用いて帰納的な推論を

行い，ここまで取り組んだ問題と

の相違点を的確に把握しながら表

現することを促す。 

 

 

・周囲の生徒とグループを作り（座

席は動かさない），自らの考えを整

理することができるよう、自らの

考察について根拠を明確にしなが

ら互いに説明させる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

・「境界上の格子点の有無によって

個数の数え方が変わること」「直線

𝑥 = 𝑘上あるいは𝑦 = 𝑘上のどちら

で考察を進めるかによって，考え

方や立式の難易度が変わること」

等，思考のポイントについて整理

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【数学的な技能】 

（ワークシート） 

 

 

 

 

ま

と

め 

 

９ 教師からチェックシート

を受け取り，【格子点の個数

No.2】プリント２(3) の答

え合わせを通じて，「格子点

の個数の求め方のポイン

ト」を確認する。 

 

10 リフレクション・シートを

受け取り，次時の学習内容を

知る。 

・チェックシートを配付し，【格子点

の個数 No.2】プリント２(3)の答え

合わせとともに，本時の振り返り

を行うよう指示する。 

 

Ａ：和の記号Σを用いて，格子点の個数

を適切に求めている。 

Ｂ：和の記号Σを用いて，格子点の個数

を求めるための式を適切に立てて

いる。 

★ 和の記号Σの意味や公式を確認さ

せ，図や数式の内容をΣ記号を用

いて表現する方法を確認させる。 

自分の考えを持つ 

↓ 

グループでの活動 

↓ 

再考・再構築 

↓ 

表出 
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７ 本時 

(1) 目標 

・グラフや前時に学んだ格子点に関する考察を用いて問題を適切に解釈し，格子点の個数の求め方

を考察し，和の記号Σを用いて表現することができる。                 

・和の記号Σを用いて，格子点の個数を求めることができる。 

 

(2) 展開 

 

過

程 
学習活動 指導上の留意点 

評価規準 

（評価方法等） 

導 

入 

１ 前時の復習を行う。 

 

 

 

 

・電子黒板に提示した「格子点の個

数の求め方のポイント」を覚えさ

せ，前時の内容と関連付けさせ

る。 

・直線𝑥 = 𝑘上あるいは𝑦 = 𝑘上のど

ちらの格子点で考察を進めるかの

判断について，本時は，直線𝑥 = 𝑘

上の格子点に注目して考察するこ

とを伝える。 

 

 

展 

開 

 

２ 問題３(1)について，個人

で考察する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ペア活動を通じて，どのよ

うな考えで解答に至ったか

を説明し，互いの考えを比

較する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 教師の解説を聞く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「格子点の求め方のポイント」に沿

って，まずは個人で考えるよう促

す。 

・ペア活動を通じて，図や数式を用い

て帰納的な推論を行う際に工夫し

た点など，自らの考察について根拠

を明確にしながら，互いに説明させ

る。 

 

・答えが合うだけではなく，解答の

記述が過不足なく満たされている

かも確認するよう促す。 

 

 

 

 

・「直線𝑥 = 𝑘上の格子点の個数がき

ちんと押さえられたか」「𝑘 の取

りうる値も考慮したか」「Σ記号を

適切に用いられたか」「効率よく適

切に計算できたか」等，思考のポ

イントを整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【数学的な技能】 

（ワークシート，チェックシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ：和の記号Σを用いて，格子点の個数

を適切に求めている。 

Ｂ：和の記号Σを用いて，格子点の個数

を求めるための式を適切に立てて

いる。 

★ 和の記号Σの意味や公式を確認さ

せ，図や数式の内容をΣ記号を用

いて表現する方法を確認させる。 

 

自分の考えを持つ 

↓ 

ペアでの活動 

↓ 

再考・再構築 

↓ 

表出 

･･･評価（Ａ･･･十分達成  Ｂ･･･おおむね達成  ★･･･達成不十分な生徒への支援） ･･･対話的活動 

【数学的な見方や考え方】 

【数学的な技能】 

３ 次の連立不等式の表す領域 𝐷 に含まれる格子点の個

数を求めよ。ただし，𝑛 は自然数とする。 

　，  
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５ 問題３(2)について，個人

で考察する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ グループ活動を通じて，

３(1)や前時の内容と比較

し,関連について話し合い，

答案を作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※３(2)まで解き終わった生

徒は，演習プリントの問題を

考える。 

 

 

７ 教師の解説を聞く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「格子点の求め方のポイント」に沿

って，まずは個人で考えるよう促

す。その際，３(1)や前時の内容と

比較し，その関連を考察するよう

促す。 

 

・周囲の生徒とグループを作り，自

らの考察について根拠を明確にし

ながら互いに説明させ，答案作成

を通じて自らの考えを整理させ

る。 

 

・答えの正解だけではなく，解答の

記述が過不足なく満たされている

かについても確認するよう促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※３ (2)まで解き終わった生徒に

は，演習プリントの問題を考えさ

せる。 

 

 

・「これまでの学習事項を踏まえて

答案が作成できたか」「３(1)や前

時の内容と比較し，その関連を適

切に把握し，答案に表現できたか」

等，思考のポイントを整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【数学的な見方や考え方】 

（行動観察，ワークシート,チェック

シート） 

 

 

 

Ａ：グラフや数式を用いた帰納的な推論

から格子点の個数の求め方を考察

し，和の記号Σを用いて適切に表現

している。 

Ｂ：グラフや数式を用いた帰納的な推論

から格子点の個数の求め方を考察

している。 

★ 題意に沿った適切なグラフのかき

方や，そこから読み取れる格子点

の個数をΣを用いた数列の和で表

す方法を指導する。 

 

自分の考えを持つ 

↓ 

グループでの活動 

↓ 

再考・再構築 

↓ 

表出 

　，  ，  
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ま

と

め 

８ 格子点の個数を求めるこ

とは，面積を近似すること

につながることを知る。 

 

 

９ 格子点の求め方を再確認

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 リフレクション・シートを

受け取り，次時の学習内容

を知る。 

・電子黒板を利用し，格子点の個数

と面積の近似との関連を実感させ

る身近な例を挙げる。 

 

 

・電子黒板を利用し，格子点の個数

の求め方を整理させる。また，チ

ェックシートを配付し，自宅で本

時の振り返りを行うよう指示す

る。 

・今回は、主に直線𝑥 = 𝑘上の格子点

について考えたが、直線𝑦 = 𝑘上の

格子点の個数について考える重要

性も伝える。 

 

 

 


